
 

 

 

 

 

 

 

  

 アルミニウムＯ材によるｄｅｆｏｃｕｓ、再ｄｅｆｏｃｕｓの効果 

 

 

 

 

 アルミニウムＯ材による、ｒａｎｄｏｍ補正、計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正、更に再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

 行い、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（方位の定量）を比較してみました。 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎでは定量するメンバーの選択が難しいが、今回は 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアのＯＤＦプロファイルからメンバーを決定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

  

 

 

 

 



概要 

 正極点処理に再ｄｅｆｏｃｕｓ処理を採用しＯＤＦ解析結果評価として、Ｒｐ％プロファイルが 

±１．５％を目指した。目標に達しない場合、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの評価を行う事が可能になりました。 

   ではこの効果によりＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎがどう変化するか確認してみます。 

 

入力データ  

 C:¥CTR¥DATA¥AluminumH-O¥Alunimum-O 

  

 

Randomデータ 

 C:¥CTR¥DATA¥Al-powder 

  

 

極点処理（ODFPOleFigure2） 

 １．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 ２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ３．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ４．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ５．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ６．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

ＯＤＦ解析(LaboTexで１／４対称で解析) 

 ＯＤＦ解析＋VolumeFraction計算 

 

評価法(ValueODFVF) 

 ＯＤＦ解析後のＲｐ％プロファイル評価と ValueFraction 比較 

 VolumeFractionメンバーは、 

  「７．ＯＤＦプロファイルにより VolumeFraction メンバーを決定」を参考にしてください。 

 



極点処理 

 入力極点図 

 

 ｒａａｎｄｏｍ試料を用いる場合 計算ｒａｎｄｏｍ補正の場合 

 

       再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う場合 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２の処理 

バックグランド削除 

ｄｅｆｏｃｕｓ 

 計算ｄｅｆｏｃｕｓ 

 ｒａｎｄｏｍ試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

 極点図Ｅｒｒｏｒ Ｒｐ％計算 

 ＯＤＦ図Ｅｒｒｏｒ ｄＲｐ％計算 

 ＯＤＦ図最大方位密度 

 ＶａｌｕｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

 Ｒｐ％プロファイルで±１．５％確認 

 

 

 

 

 

 



１．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし(内部規格化)(notdef) 

 

 

 

  

Ｒｐ％プロファイルが乱れる 



２．ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正(notdef-redef) 

 

 

 

  



３．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正(calcdef) 

 

 

 

 



４．計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

  



５．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 



６．Random試料によるｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 



７．ＯＤＦプロファイルにより VolumeFractionメンバーを決定 

 ｒａｎｄｏｍ＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理で比較 

  

 ４：２：１の規格化 

  

 VolumeFraction対象は 

Cube,Copper,Goss,{011}<2-55>、{013}<100>、{213}<-1-42>,S,{114}<1-72>,{012}<100>,{362}<8-53> 

 が考えられます。 

  

  

 

 



 

 VolumeFractionを求める 

  

 ODF図比較（左：入力極点図から計算した ODF図、右：VolumeFractionかた計算した ODF図 

  

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＥｒｒｏｒＲｐ％プロファイルは±１．５％以内に収まり、 

 正常に定量されていることが確認できます。 

  



８．まとめ 

 数値をまとめると以下 

 

ｒａｎｄｏｍ試料＋再ｄｅｆｏｃｕｓと計算ｄｅｆｏｃｕｓｅ＋再ｄｅｆｏｃｕｓがＲｐ％も低く一致する。 

ＶａｌｕｅｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを行う場合、定量するメンバーの最適化にＯＤＦプロファイルを参考にし 

ＶａｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果のＲｐ％プロファイルが±１．５％以内にしてください。 

しかし、ＯＤＦ図が複雑の場合、ＬａｂｏＴｅｘでは最大１０メンバーの為、±１．５％を超える場合も 

あります。 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＢａｃｋｇｒｏｕｄは指定以外の方位です。 

メンバーを増やせば、Ｂａｃｋｇｒｏｕｄは下がります。 

 

 

 

 


